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Ⅰ．2014年度決算概要



業績概要 （連結・2行合算）

【連単差の内訳】 (億円）

15/3期 前年比 14/3期

差額 △ 0 1 △ 1

子会社利益 28 3 24

のれん償却 △ 21 - △ 21

パーチェス調整 △ 0 0 △ 1

その他 △ 6 △ 2 △ 4

【ほくほくFG連結】
経常利益 481億円 （14/3期⽐△13億円）
当期純利益 282億円 （14/3期⽐ ＋9億円）

【２⾏合算】
コア業務純益 512億円（14/3期⽐＋29億円）
…資⾦利益及び役務取引等利益の増加、経費の減少

経常利益471億円（14/3期⽐△14億円）
…国債等債券損益の増加、与信費⽤の増加

当期純利益282億円（14/3期⽐＋7億円）
…特別損失の減少、法⼈税等の減少

（億円）

前年比

経常収益 1,939 29 1,909
経常利益 481 △ 13 494
当期純利益 282 9 273

前年比

コア業務粗利益 1,448 25 1,422
資金利益 1,221 4 1,217
役務取引等利益 199 21 177
特定取引利益 2 △ 0 3
その他業務利益(※) 24 △ 0 24

経費（△）（臨時処理分を除く） 936 △ 4 940
コア業務純益 512 29 482
国債等債券損益 34 19 14
業務純益(一般貸倒引当金繰入前） 546 49 497
一般貸倒引当金繰入（△） △ 19 △ 19 -
業務純益 566 69 497
臨時損益 △ 95 △ 83 △ 12

80 94 △ 13
うち株式等損益 34 27 7

経常利益　　 471 △ 14 485
特別損益 △ 11 8 △ 20
法人税等 （△） 177 △ 12 189
当期純利益 282 7 275

(参考）与信費用 60 74 △ 13
※その他業務利益：国債等債権損益を除く

うち不良債権処理額 (△)

【ほくほくFG連結】 15/3期 14/3期

【２行合算】 15/3期 14/3期

１



業績概要 （北陸銀行・北海道銀行）

２

【北陸銀行】 【北海道銀行】 （億円）

前年比 前年比

コア業務粗利益 765 △ 5 770 683 30 652
資金利益 640 △ 22 663 581 26 554
役務取引等利益 105 14 91 93 7 86
特定取引利益 2 △ 0 3 - - -
その他業務利益（※） 16 3 13 8 △ 3 11

経費 (△)　(臨時処理分を除く) 504 △ 1 505 431 △ 3 434
コア業務純益 260 △ 4 264 251 33 217
国債等債券損益 35 21 14 △ 0 △ 1 0
業務純益(一般貸倒引当金繰入前） 296 17 278 250 32 218
一般貸倒引当金繰入（△） △ 4 △ 4 - △ 14 △ 2 △ 12
業務純益 301 22 278 265 34 231
臨時損益 △ 55 △ 81 25 △ 39 11 △ 50

22 65 △ 42 57 16 41
うち株式等損益 1 △ 0 1 33 27 5

経常利益　　 245 △ 59 304 226 45 180
特別損益 △ 11 9 △ 20 △ 0 △ 1 0
法人税等 （△） 87 △ 17 105 89 5 83
当期純利益 146 △ 31 178 135 38 96

(参考)与信費用 17 60 △ 42 42 14 28
※その他業務利益：国債等債権損益を除く

15/3期 14/3期 15/3期 14/3期

うち不良債権処理額（△）

【北陸銀行】
コア業務純益 260億円 （14/3期比△4億円）
…貸出金利息の減少、保険販売手数料の増加
経常利益245億円 （14/3期比△59億円）
…不良債権処理額の増加

【北海道銀行】
コア業務純益 251億円 （14/3期比＋33億円）
…有価証券利息および投信・保険販売手数料の増加
経常利益 226億円 （14/3期比＋45億円）
…株式等損益の増加



資金利益

 貸出⾦利息は、平残が増加したが利回り低下が続き、前年⽐減少
 資⾦利益は、貸出⾦利息の減少を有価証券利息配当⾦の増加、預⾦利息の減少により補い、

前年⽐増加

３

前年比

資金利益 1,221 4 1,217

貸出金 1,018 △ 41 1,060

有価証券(※） 251 27 223

預金・NCD（△） 42 △ 11 53

【2行合算】 15/3期 14/3期

資金利益

〈利息増減要因〉
（億円）

【2行合算】 平残要因 利回要因

貸出金 15 △ 57

有価証券 △ 7 34

預金・NCD（△） 1 △ 12

平残

（億円）

前年比

貸出金 74,520 1,079 73,440

有価証券 23,642 △ 755 24,397

預金・NCD 104,336 3,044 101,292

15/3期 14/3期【2行合算】

資金利回り

前年比

貸出金 1.36% △0.08% 1.44%

有価証券 1.06% 0.15% 0.91%

預金・NCD 0.04% △0.01% 0.05%

15/3期 14/3期【2行合算】

※うち投信解約分配金：30億円（前年比+24億円）



30,530 30,693 31,086 31,964

19,384 18,950 18,744 19,095
9,579 9,574 9,662 9,790

12/3 13/3 14/3 15/3

北海道銀行

貸出金

貸出金残高

(億円）

 貸出⾦残⾼は、事業性貸出の増加を主因に年間増減率３％を超える増加
 個⼈ローン残⾼は、増加傾向を維持、中⼩企業等貸出期末残⾼は６期振りに前年⽐増加

４

(億円）

72,870 74,020 73,363 75,617

47,650 46,925 46,396 47,678

20,205 20,722 21,098 21,508

12/3 13/3 14/3 15/3

2行合算

貸出金

中小企業等

個人ローン

42,339 43,327 42,276 43,653

28,265 27,975 27,651 28,583

10,625 11,147 11,435 11,718

12/3 13/3 14/3 15/3

北陸銀行

(億円）



8,994 9,554 9,867 10,105

1,630 1,593 1,568 1,613
10,625  11,147  11,435  11,718 

12/3 13/3 14/3 15/3

北陸銀行

貸出金

個人ローン残高

(億円）

 個⼈ローン残⾼は、引続き住宅ローン増加により増加傾向を維持
 その他個⼈ローン残⾼は、カードローンの積極的展開により、前年対⽐増加

５

住宅ローン実行額

8,376 8,344 8,373 8,461

1,203 1,230 1,288 1,328
9,579  9,574  9,662  9,790 

12/3 13/3 14/3 15/3

北海道銀行

（億円）

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期
■北陸銀行 998 1,142 1,179 1,065

■北海道銀行 881 806 809 800

2行合算 1,880 1,949 1,988 1,866

(億円）

(億円）

17,370 17,898 18,241 18,566

2,834 2,823 2,856 2,942
20,205  20,722  21,098  21,508 

12/3 13/3 14/3 15/3

2行合算

その他

住宅ローン



(億円)

増減

その他有価証券 1,425 498 926

株式 952 477 474

債券 375 △ 30 405

その他 97 51 46

【2行合算】 15/3末 14/3末

 外国債券および株式を積上げる⼀⽅で、国債は⾦利情勢を勘案して売却を実施し前年⽐減少
 その他有価証券の評価損益は、株式市場の好転により前年⽐増加

有価証券

(億円）

６

その他有価証券の評価損益

円債残高・利回り・金利リスク

有価証券残高

(億円）

増減

円貨債券残高 20,008 △ 1,693 21,702

うち変動利付国債 3,900 △ 197 4,097

期中平均利回り 0.65% △0.06% 0.71%

VaR 187 △ 50 237

【2行合算】 15/3末 14/3末

円債デュレーション　（2行合算）

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末

4.18年 3.88年 3.45年 3.05年
※ヘッジ考慮後

14,229 14,511 14,111 12,685

4,624 4,605 4,165
3,970

3,524 3,435 3,425
3,352

1,275 1,416 1,785
2,337

1,064 1,010 1,326 2,468
24,718 24,978 24,814 24,814

12/3 13/3 14/3 15/3

2行合算

その他

株式

社債

地方債

国債



預金・NCD

預金・NCD残高

 預⾦残⾼は、個⼈・法⼈セグメントで増加し、増加傾向を維持
 期末残⾼で北陸銀⾏で６兆円、北海道銀⾏で４兆５千億円に到達

７

(億円）

41,557 42,819 42,629 45,753

30,849 31,420 31,362 31,896

12/3 13/3 14/3 15/3

北海道銀行

(億円）

(億円）

55,451 57,262 59,090 60,760

36,866 37,700 38,692 39,418

12/3 13/3 14/3 15/3

北陸銀行

97,008 100,081 101,720
106,513

67,716 69,120 70,055 71,315

12/3 13/3 14/3 15/3

2行合算

預金・NCD

個人預金

(除くNCD)



0.10 0.10

0.08
0.07 0.07

0.06 0.06
0.05

0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

13/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 14/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

2行合算

1.48 1.45 1.43 1.43 1.41 1.39 1.35 1.34

1.42 1.40 1.38 1.39 1.37 1.35 1.32 1.31
0.06 0.05 0.05 0.04 0.04 0.04 0.03 0.03

13/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 14/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

2行合算

貸出金利回り 預金等利回り

1.64 1.54 1.45 1.37
1.54 1.47 1.40 1.33

0.10 0.07 0.05 0.04 

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期

2行合算

貸出金利回り 預金等利回り

2.24 2.22 2.18 2.16 2.14 2.11 2.10 2.09

1.25 1.22 1.20 1.20 1.19 1.18 1.14 1.11
0.91 0.91 0.89 0.90 0.88 0.86 0.82 0.82

13/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ 14/1Ｑ 2Ｑ 3Ｑ 4Ｑ

2行合算

円貨預貸金利回り （内部管理ベース）

 貸出⾦利回りは、事業性・個⼈共に低下傾向が続く
 預⾦利回りは、ほぼ下げ⽌まる

８

（％）

円貨預金利回り

（％）

円貨預貸金利回り差

（％）

円貨貸出金利回り

（％）

流動性

定期性

預貸金
利回り差

個人

事業性

地公体



役務取引等利益

役務取引等利益は、投資信託・保険販売⼿数料の増加により前年⽐増加
投資信託は、株式相場等が堅調に推移し、販売額・残⾼ともに増加

９

（億円）

前年比

(1) 役務取引等利益 199 21 177

役務取引等収益 353 21 331

うち受入為替手数料 108 △ 2 111

うち投資信託手数料 50 9 41

うち保険手数料 36 15 21

役務取引等費用(△) 153 △ 0 154

うち支払為替手数料(△) 18 △ 0 18

うちローン保険料・保証料(△) 99 0 99

(2) 特定取引利益 2 △ 0 3

(3) その他業務利益(除く5勘定尻) 24 △ 0 24

うち外為売買損益 14 △ 2 16

うち金融派生商品収益 10 2 8

(4) 非金利収入計 (1)+(2)+(3) 226 20 205

(5) コア業務粗利益 1,448 25 1,422

(6) 非金利収入比率 (4)/(5) 15.64% 1.20% 14.44%

【2行合算】 15/3期 14/3期

役務取引等利益

6,372 7,375 7,668 7,942

3,598 3,631 3,388 3,857
2,568 2,505 3,029 2,781293 293 281 22612,833 13,805 14,368 14,808

12/3 13/3 14/3 15/3

2行合算

外貨預金

公共債

投資信託

生命保険

(億円）

投資型金融商品（個人）の残高

46 46 44 45

30 32 39 48
11 10 11 987 89 95 104

13/上 13/下 14/上 14/下

2行合算

その他

投信・保険

為替

(億円）

非金利収入



経費

(億円）

 経費は、消費増税による税⾦増加分を物件費及び⼈件費の削減で補い前年⽐減少
 コアOHRは、経費の減少及び利益の増加により低下

１０

経費・OHR 増減要因

従業員数

(億円)

前年比

人件費 439 △ 4 443

物件費 445 △ 6 452

税金 51 6 44

経費 936 △ 4 940

【2行合算】 15/3期 14/3期

前年比

正社員 5,094 △ 44 5,138

スタッフ 3,103 △ 26 3,129

【2行合算】 15/3末 14/3末

・従業員数は嘱託、パート、派遣社員を除く正行員

・スタッフ数＝嘱託＋契約＋臨時＋派遣・直接雇用パート
54 44 44 51

452 446 443 439

499 459 452 445

1,006 
951 940 936 

64.37% 65.37% 66.08% 64.64%

12/3 13/3 14/3 15/3

2行合算

物件費

人件費

税金

ＯＨＲ



与信費用

 与信費⽤は、前年⽐増加したが依然低⽔準で推移

１１

与信費用要因

（億円）

前年比

与信費用 60 74 △ 13

一般貸倒引当金繰入 △ 19 △ 19 -

不良債権処理額 80 94 △ 13

個別貸倒引当金繰入 74 74 -

貸倒引当金戻入益 - △ 20 20

【２行合算】 15/3期 14/3期

[△42]

[21]

〈不良債権処理額発生要因〉 (億円)

前年比

債務者区分悪化 142 27 115

債務者区分改善 △ 13 △ 0 △ 12

地価下落 15 △ 4 20

その他回収等 △ 64 72 △ 137

15/3期 14/3期

(億円）

与信費用比率

0.14%

0.23%

0.01%
0.08%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期

2行合算

与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残

与信費用

59 76 28

44
93

42

104
170

13 60

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期

2行合算

北陸銀行

北海道銀行

北陸17

北海道42



397 366 305 236

1,466 1,576
1,345 1,362

505 424

364 294

2,368 2,367 

2,013 
1,892 

3.17% 3.11%

2.67%
2.43%

12/3 13/3 14/3 15/3

2行合算

要管理

危険

破産更生等

開示債権比率

不良債権

 開⽰債権⽐率は、要管理債権他で開⽰債権額が減少し、加えて正常債権が増加したことから、
前年⽐低下

(億円）

１２

金融再生法開示債権

304 262 224 171

964 1,034
816 788

267 188
163 137

1,535 1,484
1,203 1,097

3.53% 3.34% 2.78% 2.46%

12/3 13/3 14/3 15/3

北陸銀行(億円）

(億円）

93 104 81 65

502 542 529 574

238 236 201 157

833 882 810 796

2.66% 2.79%
2.52% 2.40%

12/3 13/3 14/3 15/3

北海道銀行



自己資本

(億円）

 ⾃⼰資本⽐率は、利益の積上げの⼀⽅で劣後債務の返済（４５０億円）を進め、
前年⽐１．１８ポイント低下の１１．１３％

１３

銀行勘定の金利リスク

自己資本・リスクアセット 自己資本比率
〈バーゼルⅢ国内基準〉

(億円)

増減

自己資本 5,760 △ 294 6,055 3,981

基礎項目 5,977 △ 302 6,279 4,253

調整項目（△） 216 △ 8 224 272

リスクアセット 51,747 2,561 49,186 51,595

自己資本比率 11.13% △ 1.18% 12.31% 7.71%

【FG連結】 完全実施（試算）経過措置適用

15/3期 14/3期 15/3期

(億円)

増減

102 △ 23 125

【2行合算】 15/3末 14/3末

金利リスク量
（99パーセンタイル値）

5,705 5,642

6,055

5,760

11.72% 11.88% 12.31%
11.13%

12/3 13/3 14/3 15/3

FG連結

自己資本比率

バーゼルⅢバーゼルⅡ

自己資本



１４

中期経営計画進捗状況

 中期経営計画（2013年4⽉〜2016年3⽉） ： “ GO  for  IT !”
 15年3⽉期計画（内部管理ベース）対⽐では、全項⽬達成。
 最終年度計画（16年3⽉期）対⽐では、貸出⾦平残を除いて到達。

16年3月期

中期経営計画

13年3月期

実績

14年3月期

実績

15年3月期

実績

総預金平残 10兆1,100億円 9兆7,903億円 10兆1,292億円 10兆4,336億円

貸出金平残 7兆4,800億円 7兆2,778億円 7兆3,440億円 7兆4,520億円

コア業務純益 470億円 503億円 482億円 512億円

連結当期純利益 185億円 181億円 273億円 282億円

連結自己資本比率 10％以上 11.88% 12.31% 11.13%

OHR

（ｺｱ業務粗利ﾍﾞｰｽ）

不良債権比率 2%台 3.11% 2.67% 2.43%

64.64%67% 65.37% 66.08%



16年3月期

方針

 住宅ローン他で貸出⾦残⾼の拡⼤を図り、カードローン推進やソリュー
ション営業による資⾦需要取込みにより、利回り低下に⻭⽌めを掛ける。

 貸出⾦利息の減少を、預かり資産販売による⼿数料収⼊増加や機動的な
有価証券運⽤によりカバーする。

中計比

資金利益 1,221 9

貸出金利息 1,018 △ 24

有価証券利息 251 33

役務利益他 226 14

投信・保険利益 87 3

経費 936 △ 18

コア業務純益 512 42

与信費用 60 △ 69

連結当期純利益 282 97

15/3期

中期経営計画（16年3月期）対比要因分析

15年3月期

総括

 利益・預⾦・不良債権⽐率他は16年3⽉期計画を上回る実績。ただし、利
益は与信費⽤が低位な事と有価証券売買等に伴う利益の要因が⼤きい。

 貸出⾦は 平残が下回り、利回り低下も続く。

 中計比：「16/3期中期計画－15/3期実績」

平残要因 利回要因

貸出金 △ 5 △ 19

中計比

貸出平残 74,520 △ 290

貸出利回り 1.36% △0.02%

15/3期

１５

中期経営計画進捗状況



Ⅱ．2015年度 経営戦略



1,880 1,949 1,988 1,866 1,886

817 940 946 869

17,370 17,898 18,241 18,566 18,900

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

通期実行額 上期実行額 住宅Ｌ期末残高

(億円)

個人のお客様 潜在資金ニーズの掘り起し

１６

 住宅ローン：①商品リニューアルや②受付チャネルの多様化による、新築資⾦ニーズの他、中
古住宅購⼊資⾦やリフォーム資⾦ニーズの掘り起し ⇒ 貸出残⾼の積上げ

 カードローン：①取引状況に応じた利⽤限度額拡⼤や②テレビＣＭやインターネット広告等に
よる潜在資⾦ニーズの掘り起し ⇒ 利回りの⾼い貸出残⾼の積上げ

住宅ローン 取組強化 カードローン 推進

 「奥さま保障」取扱

 リフォームローン利用限度額拡大

 HPからの住宅ローン事前審査の申込受付

 インターネットでの繰上返済・金利変更受付

741 762 803
916 1,000

12.60% 12.68% 12.76% 12.84% 12.80%

12/3末 13/3末 14/3末 15/3末 16/3末計画

残高 利回り

(億円)

 テレビコマーシャル・新聞広告の継続

 インターネット（スマートフォン）、雑誌広告の強化

 ＡＴＭ告知、ＩＢバナー告知

 既往のお客様への極度増額アプローチ



個人のお客様 資産運用ニーズへの取組み

１７

 資産運⽤ニーズに対して、投資信託や保険等の①商品ラインナップの充実、②チャネルの多
様化、③商品提案⼒向上を図る。 ⇒ お客様満⾜度の向上

 預かり資産販売増加 ⇒ 役務収益の拡⼤を⽬指す。
商品ラインナップ充実

投資信託・保険 販売額

987 874 1,061
1,470 1,709

1,083 1,008 481

803
1,0432,070

1,883
1,543

2,273
2,752

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

保険

投信

（百万円）

投資信託・保険 収益額

 「ラップ型投資信託」の取扱開始→初めて運用さ

れる方、運用はしたいけど何に投資をしたら良い
か分からない方等のニーズに対応

 インターネットバンキング専用投資信託（北陸銀
行：Funds-i、北海道：e-MAXIS）の導入

チャネルの多様化・商品提案力向上

 インターネットバンキング活用
スマートフォン専用画面、取引照会アプリ
公共債取引開始

 資産運用「オンラインセミナー」随時開催
 タブレット端末の活用
 ＥＢＭの活用（イベント情報拡大）

40 36 41 50

33 32 21

36
73 69 62

87
95

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

保険

投信

(億円)



１８

 事業性貸出： お客さまが直⾯している課題を共有 ⇒ 解決策（ソリューション）提案
⇒ 資⾦需要の創出 ⇒ ⾦利競争からの脱却

 成⻑分野：「医療・福祉」「農業・⾷」への⽀援取組の強化
取引先のニーズ・課題の共有⇒解決案提示

取引先別に「応援テーマ」を選定し、お客様の目線にたった営業活動を展開

全行を挙げて、全力で取り組む先を選定し、本部・支店、役職員一体となった集中工作を展開

医療・福祉 農業・食

 「地域ヘルスケア産業支援ファンド」（６億円出資）
と協力し、医療・介護事業者への支援を拡大

 医療専門機関との協働によるアプローチ

 農業者・食関連企業双方の事業拡大・新規事業創
出を促進する『６次産業化』の工作を展開

 農業支援ファンド

事業課題共有

「ヒト・モノ・カネ」の把握

解決策提案

「ビジネスマッチング」
「Ｍ＆Ａ」「事業承継」

「海外ビジネス支援」他

資金需要創出

金利競争とならない
貸出金の積上げ

法人のお客様 解決策提案による資金需要獲得

270 303 333

13/3期 14/3期 15/3期

(億円)

1,996
2,136

2,285

13/3期 14/3期 15/3期

(億円)

北海道
銀行のみ



１９

法人のお客様 広域ﾈｯﾄﾜｰｸによるﾋﾞｼﾞﾈｽ機会創出

 「⽇本」「中国」「アジア」「ロシア」「欧⽶」に広がるネットワークを活⽤したビジネス機
会の創出 ⇒ お客様とのリレーション強化

 様々なお客様ニーズに対応できる⼈財の育成

「国内ネットワーク」によるビジネス機会創出 「海外ネットワーク」によるビジネス機会創出

 北海道・東北・北陸ビジネスマッチング in 東京
～6次産業化商談会～（15年2月）

 北海道の『食』特別商談会 （14年11月）

 「２行連携（ほくほく連携）」によるお客様の相
互紹介・ビジネスマッチング

 「目利き力向上」の研修やコンテストの実施

 グループ人財の活用

海外駐在員事務所長 お客様向け報告会

14年10月北陸銀行ニューヨーク事務所長（札幌）

15年4月 北陸銀行バンコク事務所長・

北海道銀行ユジノサハリンスク事務所長（帯広・札幌）

タイ・カシコン銀行主催の大規模商談会にお客
様を案内

 「ロシアビジネス交流会 in 札幌」開催（15年2月）

海外拠点を拡充：ウラジオストク駐在員事務所
開設（14年3月）

海外研修、海外トレーニーの実施
弁護士 公認会計士

農業経営
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

医業経営
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

医療経営士

４名 ９名 ７３名 １名 ２５名



２０

法人のお客様 事業性貸出

営業地域（北陸・北海道） 景況感の好転・資金ニーズの高まり

北陸地区 北海道地区

中小企業向け貸出残高 事業性貸出平残・利回り

38,183 37,711 37,039 37,441 37,923

1.39% 1.31% 1.22% 1.15% 1.08%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

(億円)

 減少傾向から増加に反転

＜観光客増加＞
来道客数は、スキー旅
行のほか、さっぽろ雪ま
つりなどのイベントも道
外からの集客に貢献す
るなど、好調を維持して
いる。

5,946 5,444
6,227

6,804

741 569 790 1,153

22年度 23年度 24年度 25年度
来道観光客数 うち外国人

（千人）
＜新幹線効果＞

＜北海道新幹線＞
平成28年3月開業
新函館北斗～新青森

＜経済効果＞
年間約１３６億円

【日本政策投資銀行
北海道支店試算】

＜経済効果＞
富山県約118億円
石川県約124億円

【北陸経済研究所試算】

＜本社機能（一部）移転＞
ＹＫＫ㈱・ＹＫＫＡＰ㈱

本社機能の一部を富山県に移転
加賀東芝エレクトロニクス㈱

研究開発部門を石川県に集約

＜資金需要＞
• 観光客増加に対応するホテル建

設資金
• ホテル増加に伴うクリーニング需

要増に対応する工場新築資金
• 小売店舗改装資金

富山駅
来道観光客数

28,330 27,444 26,203 25,297 26,169 

11/3末 12/3末 13/3末 14/3末 15/3末

(億円)

※ 内部管理ベース



２１

21,962 21,976 22,077 20,617

1,277 1,186 1,226
1,277

1,007 1,009 1,093
1,746

24,247 24,172 24,397 23,642 23,903 

1.03%
0.88% 0.91%

1.06% 1.01%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期

計画外国証券他 株式 円債 利回り

(億円)

 長期金利の低位推移が続くことを想定し、外国債券や投資信託等での運用を強化し、利回りの向上を図る。

 国債の償還資金についても、外国債券等での運用に切り替える。

 国債の追加購入については、当面控え、金利上昇局面で検討を行う。

有価証券 平残・利回り

有価証券運用の強化

 有価証券：マーケット状況を⾒つつ、外国債券、投資信託での機動的な運⽤
⇒ 貸出⾦利息減少の補填

有価証券関連収益

250 214 223 251

36 90
14

34

50 85

7

34236 219 

246 

320 

241 

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期計画

株式等

損益

国債等

債権損益

有価証券

利息

１５年度 運用方針

(億円)



２２

54 44 44 51

452 446 443 439

499 459 452 445

1,006 951 940 936 935

64.37% 65.37% 66.08% 64.64% 66.54%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画税金 人件費 物件費 OHR

(億円)

経費・ＯＨＲ

経費圧縮・効率化

 経 費：事務効率化・本部集中化・２⾏共同化による経費節減

 共同システム利用：ＭＥＪＡＲシステムに「七十七銀行」参加し四行体制（2016年1月）

 「営業店運営体制」見直しによる効率化

 事務効率化・本部集中による人件費削減

 シナジー効果の加速

管理業務（リスク管理、監査等）の業務集約化促進、 営業店事務・サブシステムの統一化

うち機械化関連費用

185
164 158 156 159

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

(億円)

効率化施策



２３

52 50 53 57 57

16 16 16 16 16

59
68

125

69 73 73

41.7% 30.7% 20.8% 21.4% 28.6%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
予想

普通株 優先株 自社株買い

(億円) 配当性向

3,720 3,933 4,088

537 537 537
1,385 1,585 1,135

5,642
6,055 5,760

11.88% 12.31% 11.13%

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

劣後債・ﾛｰﾝ

優先株

株主資本他

自己資本比率

(億円)
10％以上

バーゼルⅢバーゼルⅡ

連結自己資本比率 株主還元

ＲＯＥ 普通株配当額推移（一株当たり）

16/3
（予想）

4.6% 3.2% 4.0% 5.8% 5.5% ４％程度

15/310/3 12/3 14/311/3

資本政策

 劣後債務：劣後債・ローンの繰上げ償還 ⇒ 調達コストの削減
 ⾃⼰資本⽐率：収益の積上げ・リスクアセットのコントロール ⇒ 2016年3⽉末１０％以上

16/3
（予想）

2.50 3.00 3.50 3.75 4.00 4.25 4.25

15/308/3 09/3 10/4 11/3〜13/3 14/3

 安定的な配当を目指す



２４

地域創生

地域貢献活動

女性活躍

その他の活動

 政府「まち・ひと・しごと創生総合戦略」、北陸三
県・北海道「地方版総合戦略」の策定および推
進を積極的に支援。

 組織横断的な支援体制を構築

北陸銀行 ：「地域創生応援プロジェクトチーム」

北海道銀行：「道銀地方創生本部」

 現在、道県及び各市町村と連携し、当社グルー
プで支援できる内容を協議中。

＜北陸銀行・北海道銀行＞

• H26/12「エコノミクス甲子園」開催

＜北陸銀行＞

• 「新幹線カウントダウンボード」設置

• 一斉おもてなし清掃

＜北海道銀行＞

• 女子カーリングチーム「フォルティウス」

H27/3世界女子カーリング選手権日本代表

• 「リクルート北海道じゃらん」と提携し、北海道・
東北をＰＲ

 「女性活躍促進ミーティング」の実施

女性行員の職務開発や諸制度の整備に反映

 復職・再雇用支援

産前・産後フォローツールの導入検討

職場復帰面談シートの制定

再雇用制度の充実

育児休業期間延長

 地銀協「女性マネージャー養成講座」への参加

新幹線カウントダウンボード 北海道銀行フォルティウス

エコノミクス甲子園
リクルート北海道じゃらん



２５

71,475 72,778 73,440 74,520 75,891

1.64% 1.54% 1.44% 1.36% 1.31%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

(億円)

95,794 97,903 101,292 104,336 105,675

0.10% 0.07% 0.05% 0.04% 0.03%

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期
計画

(億円)

預金 平残・利回り 貸出金 平残・利回り

（億円）

前年比

貸出金 75,891 1,370 74,520

有価証券 23,903 261 23,642

預金・NCD 105,675 1,338 104,336

16/3期計画 15/3期【2行合算】

ボリューム（平残） 資金利回り

前年比

貸出金 1.31% △0.05% 1.36%

有価証券 1.01% △0.05% 1.06%

預金・NCD 0.03% △0.01% 0.04%

16/3期計画 15/3期【2行合算】

２０１６年３月期 見通し・業績予想



２６

(億円)

前年比

経常収益 935 1,850 △ 89 普通株式 ― 4円25銭 4円25銭

経常利益 160 335 △ 146 第５種優先株式 7円50銭 7円50銭 15円00銭

親会社株主に帰属する

当期純利益
95 215 △ 67

年間予想通期予想 中間配当 期末配当中間期予想

【2行合算】 【北陸銀行単体】 【北海道銀行単体】 (億円)

前年比 前年比 前年比

経常収益 865 1,700 △ 94 450 900 △ 40 415 800 △ 54

コア業務粗利益 705 1,405 △ 43 380 760 △ 5 325 645 △ 38

経費（△） 465 935 △ 1 250 500 △ 4 215 435 3

コア業務純益 240 470 △ 42 130 260 △ 0 110 210 △ 41

与信費用（△） 50 105 44 25 55 37 25 50 7

経常利益 170 340 △ 131 90 190 △ 55 80 150 △ 76

当期純利益 110 225 △ 57 55 120 △ 26 55 105 △ 30

中間期予想  通期予想中間期予想 通期予想 中間期予想  通期予想

２０１６年３月期 見通し・業績予想

１６年３月期 業績予想（ＦＧ連結） １６年３月期 配当予想

１６年３月期 業績予想（北陸銀行・北海道銀行）



２７

16年3月期
中期経営計画

16年3月期
計画・見通し

対比

総預金平残 10兆1,100億円 10兆5,675億円 ＋4,575億円

貸出金平残 7兆4,800億円 7兆5,891億円 ＋1,091億円

コア業務純益 470億円 470億円 0億円

連結当期純利益 185億円 215億円 ＋30億円

連結自己資本比率 10％以上 10％前半 達成見通し

OHR
（ｺｱ業務粗利ﾍﾞｰｽ）

67％ 66.5％ △0.5％

不良債権比率 2%台 2%前半 達成見通し

主要計数対比

２０１６年３月期 中期経営計画対比



本件に係る照会先

事前に株式会社ほくほくフィナンシャルグループの許可を書面で得ることなく本
資料を転写・複製し、又は第三者に配布することを禁止いたします。本資料は、情
報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘する
ものではありません。本資料に記載された事項の全部または一部は、予告なく修
正・変更されることがあります。本資料には、将来の業績に関する記述が含まれて
おりますが、これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、経営環境等の変
化等により、実際の数値と異なる可能性があります。
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